
　（別紙４-２） 事業所名：　グループホーム　あさひ　　

作　成　日：　平成　30年　8月　28日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

年1回は消防署指導による訓練を実施し、プロの
視点での課題発見と、地域の方の参加による相
互の協力体制の構築を図る。

地域の方に、災害時受けたい支援内容の啓
発ができる。

平成30年8月中に、計画書を作り9月中に訓練を
実施する。（①消防署の参加は新規事業所以外
は受けていない8/28確認）（②避難訓練参加へ
の案内状を町内会班員宅へ配布し協力を依頼
する）（③地域の方が車いす使用の体験をする）

年2回

2 35

火災の机上訓練でもパニックになる。手順が記
憶されていない。

ミニ訓練を行い勤務体制にあった対応ができ
全員が冷静に対処できるようになる。

訓練方法①マニュアルを復唱②手順が空で言え
る③定例会議日（声と動作を入れた模擬訓練を
する）

1年

3 35

職員が利用者立場での苦痛が分からない。 安全・安楽・素早い避難方法が分かる。 職員は用具を用いた訓練を体験する①フトン・毛
布の利用②マットレスの利用③車いすの利用
（フットレスについて）

1年

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


